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船生15.18 日目，新生仔，生後 3 日目，成熟の 5 時期のウイスター系ラツテの側腹部皮膚を使用した。
対象とした酵素及び方法は
第 I 群 Embden-Meyerhof 径路に関するものとしてグりセルアルデヒド-3ー燐酸及び乳酸脱水素酵
素。
第 I 群 TCA 回路に関するものとして NDAーイソクエン酸及びコハク酸脱水素酵素。
第置群: クボルコース-6-燐酸及び NADP- イソクエン酸脱水素酵素。
以上の脱水素酵素活性は Nachlas 等及び橋本の Nitro blue tetrazolium の還元呈色法により把えた。
その他 PAS 染色によるグリコーゲン (Gly.) ，武内-栗秋法によるフォスフォリラーゼ、 (Ph.) , 




15日目胎仔では，表!よとの各層は静素活性の分布の差を示きなかった。即ち，第 1 , J[ , III 群の昨素と Ph. ，
Gly. ，は lìずれも r11等度の活性或は沈着を表皮の全層にわたって示した。
18日目胎仔では， 酵素活性の大きな変動と， Gly. の増量が認められた。即ち，表皮の諸屈で特長的な
ものについて記すと，頼付層では第亜群の酵素が顕:持に強い活性を示した。 有腕層では Ph. の活性と
Gly. の沈着が以内:であった。去底層では第 E 計二の酔素活性が強かった。毛芽原基では第 I 群の酵素活性
が強かった。 ;:H 1 昨の酔素は表J交の全!習に瓦って r[l ち皮の活性を示した。
新1!:仔で、特 L~(lr:Jな司-lは，表皮において Ph. じっ;斤Vl: と Gly. が認められぬ様になる事と，この時期に出
現する Jj日腺hjlJ r日には 0EIII併の併去の強しがぷ 3 れる事であった。
3 I~II~ ラツテでは，成熟Z刊に殆/しど近づく。この時期に特長的なことは， tiZ 皿辞の酵素が毛髄の前角化
却において強い活性を示す様になる IJJ と， ;~nTt詳の酵素が毛球部においてirí'~!: を減ずる事であった口叉，
角化移行郊の毛嚢には Gly. の比ネ?と， rh. の活性が心された。
成熟ラツテでは 3 rl 日ラツテで JH行々完成した!将素活性分布と大χ はないが，完成した皮JJ日腺において第
JU g:'fの酔素は周辺細胞と rft心部制Jl胞の li円に活性の7h を生じ，前:者のん‘が強いのがぶぎれた。壬J;Rr~~では第
U llf.の昨去活性はÞ?H:í1 し ， tH [ , lﾟn'fの去のそれぞれの態)支は 3 1I11 ラツテのそ üを叫に強1lV:'ij していたo
G6Pase の活性は全時期を通じて ;m:llJJ きれなかった。
仁志位 J刀]
1. 151 1 II !lfì仔では， 表皮の各脳間に!将来活性の分布の7hは今fご認められないが， 18 日 IJ IJfì仔におい
て以円な昨友活性の変動と分布のxが生じ， 3 [l 十j ラツテに至IJ って成熟ラツテ山l丹の酔素日'[il:分布を
II~ 々 32成した。
2.tHJn1咋の N~?f~活性は角化が完成する前の部位と月日腺細胞に強かっ亡。
3. :n n m‘の活性は細胞)ìラJJ.X;の Mffんたr"ff~{立に強かった。
4. ~11 11'干の昨素活性は)支清志I!織の[隅々全般にわたって見られたが，生後 3 111-1以降のちでは活
'[1:1:が首長弱した。












1 . 15 日目胎仔では酵素活性分布の差は未fご認められないが18日日胎仔・において顕著な酵素活動の変-動
と分布の差が生じ， 3 日日ラツテに到って成熟ラツテ皮膚の酵素活性分布を略々完成した。
2. ク十ルコース-6-燐酸および NADP- イソクエン酸脱水素酵素活性は角化が完成する直前の部位
と，脂腺細胞に強く見られた。





6. ク、、ルコースー 6 ーフォスファターゼの活性は皮骨組織の全てを通じて認められなかった。
等の知見を得ている。
本研究は形成過程の皮害組織の糖代謝について上記の様な基礎的な一知見を加えたものと考え，価値
あるものと高忍める。
- 91-
